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Keynote -Android 

• 9億アクティベート達成！ 
（昨年は４億、一昨年１億） 



Keynote - Android 

• API ・・・Google Play Services 
– Location 
– Google+ 
– GCM 
– Google Play game services 

• Cloud Save 
• Achievements 
• Leaderboards 
• Multi Play 



Keynote - Android 

• ブートローダーアンロック版のGalaxy S4をGoogle 
Play Storeで販売 

• Android Studio 
• デベロッパー コンソール強化 
• App Translation service 
• Google Playアップデート 

– タブレット向けアプリの識別 
– リコメンドのパーソナライズ 

• 新バージョン”KLP”→発表なし 
 



Keynote - Android以外 
• Mapアップデート 

– Google Earthとの統合 
– 水中Street View 

• Chrome 
– 7億5千万ユーザー（1年で3億ユーザー増） 
– Javascript高速化 
– WebP、VP9 
– Web Component 

• Google+アップデート 
– 写真の自動補正、高解像度対応、ハングアウトの統合など４１の新

機能 
• Google Play 

– Music 聞き放題”All Access” 月額$9.99 
– Google Play for Education 

 





Sessions 

Android関連セッション 
    Day1 : 11 
    Day2 : 16 
    Day3 :   8 
   合計35セッション！ 



Location API 

• Fused Location Provider 
基地局、Wifi、GPSから効率よく位置情報を取得 

• Geofenceing API 
位置情報をエリアごとに識別し、エリアの遷移（出入り）を通
知。 

• Activity recognition 
ユーザーの動きを識別。Ex.歩いて移動、車で移動、など。 

 



GCM 

• Google Cloud Messaging 
C2DMの後継として2012年のIOで公開。 

• 毎秒20万、1日あたり170億のメッセージを、1件あた
り平均60msのレイテンシで処理 

• 3つの機能追加 
– persistent connections 

多数のメッセージを多数のデバイスに迅速に配信できる 
– Upstream 

アプリからGCMを経由してサービス側にメッセージを送信でき
るようになった 

– notification synchronization 
通知領域の同期 



他にも… 

• Bluetooth Low Energyのサポート 
→API18から対応予定（数ヶ月後？） 

• Volley 
HTTP通信処理を効率的、かつ簡単にしてくれるライブラリ 

• Google glass 
• その他開発Tipsやデザインの指針など多数 



Android Studio 



Android Studio 

• Intellij IDEA（13） 
• Google I/O発表、リリース時 : version 0.1 

6/6 : 0.1.3 → 6/14 : 0.1.4 → 6/20 : 0.1.6 

• Gradleベースのビルドシステム 
• 操作や機能は従来のADTと違和感なく使える
ようになっている 

• Android StudioはIntelliJ IDEAに含まれる 
 



プロジェクトの移行 

• SDK Rev22以上 
• エクスポートのメニューに「Gradle」が追加 

 
 
 



プロジェクトの移行 

• 「Build.gradle」が生成される 



プロジェクトの移行 

• 「Build.gradle」がある状態でAndroid Studioに
インポート 







build.gradle 

ビルドをカスタマイズ 
 



gradlew/gradlew.bat 

• ビルド時に実行されるシェル 
 UNIX系：gradlew 
 Windows：gradlew.bat 



それほど軽いとかじゃない？ 

• ADT：990MB 
• Android Studio：1.21GB 



プラグイン 



プラグイン - デフォルト 



かなりいろいろ追加できる 





設定 



移行にあたっての考慮点 

• まだPreviewである 
• すごい勢いでUPDATEされている 
→それだけ不具合もたくさん？ 

• NDK未対応 
→Googleのアナウンスはないが、JetBrains社は
対応予定あり（FAQに記載あり) 

• 当面はADTのリリースは続くはず 
 

急いで移行する必要はない 



reference 

• Android Studio 
http://developer.android.com/sdk/installing/studio.html 

• Android Studio新着情報 
http://android-developers.blogspot.jp/2013/05/android-studio-ide-built-for-android.html 

• サムライズム社 日本語版FAQ 
http://samuraism.com/2013/05/17/882 

• Google I/O 
https://developers.google.com/events/io/ 
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